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1.はじめに  

 再生コンクリートの普及に向けて、エネルギーや

コストを抑えて製造することができる低品質再生骨

材の利用促進が望まれている。しかしながら、低品質

再生骨材を用いたコンクリートは空隙が多く存在す

ることから強度や耐久性が低いという問題点がある。

そこでその再生コンクリートの改質技術として、既

往の研究では、骨材に CO2 ガスを吸着させて炭酸化

することで再生骨材自体を改質させる方法が報告 1)

されている。また、普通コンクリートにおいて C-S-
H 系硬化促進剤を添加することで空隙が緻密化され

コンクリートの品質が改質されることが報告 2)され

ている。本研究では、低品質再生骨材(再生骨材 L)を
用いたコンクリートに C-S-H 系硬化促進剤を添加す

ることによる強度や耐久性の改善を確認し、再生骨

材の強制炭酸化による再生コンクリートとの比較を

行った。また、低品質再生骨材の高い吸水率を利用

し、C-S-H 系硬化促進剤を再生コンクリートに効果

的に添加できる方法について検討した。 

 

2.実験の概要  

表-1 に本研究におけるコンクリートの計画配合を

示す。表-2 に使用した骨材を示す。骨材は全配合に

おいて再生骨材 L を使用した。本実験で使用した再

生骨材 L は戻りコンを原料としている。再生コンク

リートに C-S-H 系硬化促進剤を添加する方法として

通常のように練混ぜ時に添加する他に①骨材を C-S-
H 系硬化促進剤溶液でプレウェッティング、②コン

クリート練混ぜ時に C-S-H 系硬化促進剤を骨材に直

接吹きかけた方法を行い、C-S-H 系硬化促進剤の添 

 

表-1 コンクリートの計画配合

 
 

表-2 使用した再生骨材

 
 

加方法の違いが再生骨材コンクリートの強度や耐久

性に及ぼす影響を確認した。配合の種類は無改質

(RL)、3%(RLX3)、10% (RLX10)、骨材の強制炭酸化

(RLCO)、プレウェッティング(RLD)、吹きかけた方法

(RLS)とした。また再生骨材は ASR の発生が否定で

きないため、本研究では ASR 対策として効果が確認

されている高炉スラグ微粉末を普通ポルトランドセ

メントに 45%置換したものを用いた。  

 

3.試験結果及び考察  

3.1 圧縮強度試験と空隙率試験 

図-1 に圧縮強度試験と空隙率試験の結果を示す。

RL と比較して C-S-H 系硬化促進剤を添加した配合

(RLX3、RLX10)では空隙率にあまり変化がなかった

一方で、RLX10 では圧縮強度が増加した。また、

RLCO や RLD では空隙率が大きく改善されたが、圧

縮強度は増加しなかった。 
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3.2 割裂引張強度試験と空隙率試験  

 図-2 に割裂引張強度試験と空隙率試験の結果を示

す。RLCO、RLD では RL と比較して空隙率が改善さ

れ、割裂引張強度も増加した。また、RLS では空隙

率は RLCO、RLD と比較すると変化は小さいが改善

され、割裂引張強度も増加した。 
3.3 透気試験と空隙率試験 

 図-3 に透気試験と空隙率試験の結果を示す。

RLCO、RLD は空隙率が大きく改善し、RLS、RLX3、
RLX10 は透気量を大きく改善した。この結果から

RLCO は骨材改質しており、既往の研究より C-S-H
系硬化促進剤を添加することで骨材界面の空隙が緻

密化できることから、空隙を改善するものは骨材自

体を改質しており、透気量を改善するものは骨材界

面を改質しているという改質される部分に違う点が

あると考えられる。 
3.4 改質される空隙 

得られた実験結果から改質された空隙のイメージ

を図-4 に示す。RLX10 は C-S-H 系硬化促進剤に含

まれる C-S-H ナノ粒子が骨材界面やモルタル部分に

多く存在したため、強度や物質透過抵抗性に効果が

あったと考えられる。一方 RLX3 はモルタル部分に

は添加された C-S-H ナノ粒子が少なく、改善効果が

小さかったと考えられる。また RLD は骨材を RLCO
と実験結果に類似の傾向が見られることから骨材自

体に C-S-H ナノ粒子が浸透し骨材自体の改質効果が

あるのではないかと考えられる。RLS は C-S-H 系硬

化促進剤が骨材界面に膜をつくることで骨材界面に

C-S-H ナノ粒子が存在すると考えた。 
 

4.まとめ 

C-S-H ナノ粒子が存在する部分によって再生コン

クリートの改善される性能が異なる。 

(1)モルタル部分に存在することで強度が改善する。 

(2)骨材界面に存在することで物質透過性が改善す

る。 

(3) 骨材自体に存在することで空隙率が改善する。 
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図-1 圧縮強度試験と空隙率試験 

 

  
図-2 割裂引張強度試験と空隙率試験 

  

    
図-3 透気試験と空隙率試験  

 

 

図-4 改質方法別の改質される空隙 
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